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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月22日(2009.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属合金スラリー成形機、金属合金スラリー成形組立体、金属合金スラリーホットラン
ナー組立体、およびこれらの組合せのいずれか用の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口を画成する吐出装置本体と、
　該出口と協働する出口カバーであって、該出口カバーは該出口と少なくとも一回協働す
る出口カバーとを備え、
　該出口カバーは、流動可能位置と流動不能位置との間を該出口に対して可動であって、
　該流動不能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口の後ろに
保持される金属合金スラリーの流れをせきとめ、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口から金属
合金スラリーを流すことを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、さらに、
　該出口と協働し、使用において維持される熱エネルギー示差機構と、
　融解された状態で該出口内に配置される金属合金スラリーを維持するような加熱効果と
、
　該出口カバーと該吐出ボディーとの間に形成される隙間内にある金属合金スラリーから
、凍った状態で、熱エネルギを取り除くような冷却効果と、
　該吐出装置本体，該出口カバー，該成形組立体またはそれらの組み合わせのいずれかに
動作可能に結合されるインターロック組立体であって、該インターロック組立体は、該成
形組立体が該出口から偏位した際に該出口と該出口カバーとの間を相対的に移動すること
を禁止するインターロック組立て体と、
　該吐出装置本体と動作可能に結合され吐出体加熱装置であって、使用において維持され
、ほぼ成形状態で該出口内に収容されている成形金属合金スラリーとを備える吐出体加熱
装置とを備えることを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口と協働し、
　かつ使用時に、出口内に置かれた金属合金スラリーを溶融状態に維持するようにされる
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加熱効果と、出口カバーと凍結状態の吐出装置本体との間に形成された隙間に置かれる金
属合金スラリーから熱エネルギーを除去するようにされる冷却効果と、を維持する熱エネ
ルギー示差機構をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置において、該覆われた出口と、該出口カバーと、該覆われた出口から出
て使用を待機する金属合金スラリーと、またはこれらの組あわせのいずれかは、該出口の
後ろかつ該吐出装置本体内において、ほぼ凍らずに成形できる成形金属合金スラリーを維
持する十分な熱エネルギ供給し、
　該流動不能位置において、出口に隣接する出口の外側の構成要素から取りだされた熱は
出口カバーと吐出装置本体との間の隙間内で金属合金スラリーの固化をするに十分であっ
て、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口カバーと当接するモールド組立体の移
動に応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該出
口から偏位し、
　流動不能位置において、該出口カバーは該モールド組立体が該出口カバーから偏位した
ことに応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該
出口を覆うことを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置で、覆われた出口、出口カバー、使用時に待機中の溶融金属合金スラリ
ー、覆われた出口からの排出物、およびこれらの組合せのいずれかは、出口の背後の吐出
装置本体内で溶融金属合金スラリーをほぼ溶融した非凍結状態に維持する十分な熱エネル
ギーをもたらすことを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置で、出口に隣接した出口外側の構成要素からの熱の除去は、出口カバー
と吐出装置本体との間の隙間の金属合金スラリーを固化させるに十分であることを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体、出口カバー、金型組立体、およびこれらの組合せのいずれかに能動的に
連結され、かつ金型が出口カバーから偏位すると出口と出口カバーとの間の相対運動を阻
止するインターロック組立体をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装
置。
【請求項８】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体に能動的に連結され、かつ使用時には、出口内に収容された溶融金属合金
スラリーをほぼ溶融状態に保持する吐出装置本体加熱装置をさらに具備することを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、該流動不能位置において、揺変材料が
出口に滞留する間に、出口に置かれた揺変材料を溶融状態に保持する出口カバー加熱装置
をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、出口カバーとノズルとの間に画成され
る隙間に置かれた溶融金属合金スラリーを固化状態に冷却する出口カバー冷却装置をさら
に具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
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【請求項１１】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動可能位置で、出口カバーは出口カバーに当接する金型組立体の動きに応じて移動
し、該出口カバーがそのように移動した際には出口カバーは該出口から偏位することを特
徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置で、出口カバーは出口カバーから偏位する金型組立体の動きに応じて移
動し、該出口カバーがそのように移動する際には出口カバーは該出口を覆うことを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは吐出装置本体の外側にあることを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは出口に対して滑動可能に移動することを特徴とする金属合金スラリー吐出
装置。
【請求項１５】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは、出口と相互作用する出口カバー表面を呈した締切体を含むことを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項１６】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは、ホットランナー組立体、ホットランナーマニホルド、ホットランナーゲ
ートインサート、金型組立体、金型ゲートインサートのうちのいずれかであることを特徴
とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項１７】
　請求項１に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体はその中を貫通する軸線を含み、出口はこの軸線にほぼ平行に整列するこ
とを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項１８】
　金属合金スラリー成形機において、
　基部と、
　基部と協働する円筒体と、
　基部と協働する、金属合金スラリー成形組立体、金属合金スラリーホットランナー組立
体、およびこれらの組合せのいずれかと、
　円筒体、金属合金スラリー成形組立体、金属合金スラリーホットランナー組立体、およ
びこれらの組合せのいずれかと協働し、かつ出口を画成する吐出装置本体と、
　該出口と協働する出口カバーであって、該出口カバーは該出口と少なくとも一回協働す
る出口カバーとを備え、
　該出口カバーは、流動可能位置と流動不能位置との間を該出口に対して可動であって、
　該流動不能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口の後ろに
保持される金属合金スラリーの流れをせきとめ、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口から金属
合金スラリーを流すことを特徴とする金属合金スラリー成形機。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、さらに、
　該出口と協働し、使用において維持される熱エネルギー示差機構と、
　融解された状態で該出口内に配置される金属合金スラリーを維持するような加熱効果と
、
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　該出口カバーと該吐出ボディーとの間に形成される隙間内にある金属合金スラリーから
、凍った状態で、熱エネルギを取り除くような冷却効果と、
　該吐出装置本体，該出口カバー，該成形組立体またはそれらの組み合わせのいずれかに
動作可能に結合されるインターロック組立体であって、該インターロック組立体は、該成
形組立体が該出口から偏位した際に該出口と該出口カバーとの間を相対的に移動すること
を禁止するインターロック組立て体と、
　該吐出装置本体と動作可能に結合され吐出体加熱装置であって、使用において維持され
、ほぼ成形状態で該出口内に収容されている成形金属合金スラリーとを備える吐出体加熱
装置とを備えることを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口と協働し、
　そして使用時には、出口内部に置かれた金属合金スラリーを溶融状態に保つようにされ
る加熱効果と、出口カバーと凍結状態の吐出装置本体との間に形成された隙間に置かれる
金属合金スラリーから熱エネルギーを除去するようにされる冷却効果とを保持する熱エネ
ルギー示差機構をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置において、該覆われた出口と、該出口カバーと、該覆われた出口から出
て使用を待機する金属合金スラリーと、またはこれらの組あわせのいずれかは、該出口の
後ろかつ該吐出装置本体内において、ほぼ凍らずに成形できる成形金属合金スラリーを維
持する十分な熱エネルギ供給し、
　該流動不能位置において、出口に隣接する出口の外側の構成要素から取りだされた熱は
出口カバーと吐出装置本体との間の隙間内で金属合金スラリーの固化をするに十分であっ
て、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口カバーと当接するモールド組立体の移
動に応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該出
口から偏位し、
　流動不能位置において、該出口カバーは該モールド組立体が該出口カバーから偏位した
ことに応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該
出口を覆うことを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２２】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　流動不能位置で、覆われた出口、出口カバー、使用時に待機する溶融金属合金スラリー
、覆われた出口からの排出物、およびこれらの組合せのいずれかは、出口の背後の吐出装
置本体内で溶融金属合金スラリーをほぼ溶融した非凍結状態に維持する十分な熱エネルギ
ーをもたらすことを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２３】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　流動不能位置で、出口に隣接した、出口外側の構成要素からの熱の除去は、出口カバー
と吐出装置本体との間の隙間の金属合金スラリーを固化させるに十分であることを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２４】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体、出口カバー、金型組立体、およびこれらの組合せのいずれかに能動的に
連結され、かつ金型が出口カバーから偏位すると出口と出口カバーとの間の相対運動を阻
止するインターロック組立体をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装
置。
【請求項２５】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
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　吐出装置本体に能動的に連結され、かつ使用時には、出口内部に収容された溶融金属合
金スラリーをほぼ溶融状態に保持する吐出装置本体加熱装置をさらに具備することを特徴
とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２６】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、流動不能位置において、出口に滞留す
るあいだ出口に置かれた揺変材料を溶融状態に保持する出口カバー加熱装置をさらに具備
することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２７】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、出口カバーとノズルとの間に画成され
る隙間に置かれた溶融金属合金スラリーを固化状態に冷却する出口カバー冷却装置をさら
に具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２８】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　流動可能位置で、出口カバーは出口カバーに当接する金型組立体の動きに応じて移動し
、該出口カバーがそのように移動する際には出口カバーは出口から偏位することを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項２９】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　流動不能位置で、出口カバーは出口カバーから偏位する金型組立体の動きに応じて移動
し、該出口カバーがそのように移動する際には出口カバーは出口を覆うことを特徴とする
金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３０】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは吐出装置本体の外側にあることを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３１】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは出口に対して滑動可能に移動することを特徴とする金属合金スラリー吐出
装置。
【請求項３２】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは、出口と相互作用する出口カバー表面を呈した締切体を含むことを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３３】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは、ホットランナー組立体、ホットランナーマニホルド、ホットランナーゲ
ートインサート、金型組立体、金型ゲートインサートのうちのいずれかであることを特徴
とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３４】
　請求項１８に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体はその中を貫通する軸線を含み、出口はこの軸線にほぼ平行に整列するこ
とを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３５】
　金属合金スラリー成形組立体において、
　金型の通路をその中に画成する金型本体と、
　第１の金型部分と第２の金型部分のいずれかと協働し、かつ出口を画成する吐出装置本
体と、該出口と協働する出口カバーであって、該出口カバーは該出口と少なくとも一回協
働する出口カバーとを備え、
　該出口カバーは、流動可能位置と流動不能位置との間を該出口に対して可動であって、
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　該流動不能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口の後ろに
保持される金属合金スラリーの流れをせきとめ、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口から金属
合金スラリーを流す金属合金スラリー吐出装置を具備することを特徴とする金属合金スラ
リー成形組立体。
【請求項３６】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、さらに、
　該出口と協働し、使用において維持される熱エネルギー示差機構と、
　融解された状態で該出口内に配置される金属合金スラリーを維持するような加熱効果と
、
　該出口カバーと該吐出ボディーとの間に形成される隙間内にある金属合金スラリーから
、凍った状態で、熱エネルギを取り除くような冷却効果と、
　該吐出装置本体，該出口カバー，該成形組立体またはそれらの組み合わせのいずれかに
動作可能に結合されるインターロック組立体であって、該インターロック組立体は、該成
形組立体が該出口から偏位した際に該出口と該出口カバーとの間を相対的に移動すること
を禁止するインターロック組立て体と、
　該吐出装置本体と動作可能に結合され吐出体加熱装置であって、使用において維持され
、ほぼ成形状態で該出口内に収容されている成形金属合金スラリーとを備える吐出体加熱
装置とを備えることを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３７】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口と協働し、
　そして使用時には、出口内部に置かれた金属合金スラリーを溶融状態に保つようにされ
る加熱効果と、出口カバーと凍結状態の吐出装置本体との間に形成された隙間に置かれる
金属合金スラリーから熱エネルギーを除去するようにされる冷却効果とを保持する熱エネ
ルギー示差機構をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３８】
　請求項３７に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置において、該覆われた出口と、該出口カバーと、該覆われた出口から出
て使用を待機する金属合金スラリーと、またはこれらの組あわせのいずれかは、該出口の
後ろかつ該吐出装置本体内において、ほぼ凍らずに成形できる成形金属合金スラリーを維
持する十分な熱エネルギ供給し、
　該流動不能位置において、出口に隣接する出口の外側の構成要素から取りだされた熱は
出口カバーと吐出装置本体との間の隙間内で金属合金スラリーの固化をするに十分であっ
て、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口カバーと当接するモールド組立体の移
動に応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該出
口から偏位し、
　流動不能位置において、該出口カバーは該モールド組立体が該出口カバーから偏位した
ことに応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該
出口を覆うことを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項３９】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置で、覆われた出口、出口カバー、使用時に待機する溶融金属合金スラリ
ー、覆われた出口からの排出物、およびこれらの組合せのいずれかは、出口の背後の吐出
装置本体内で溶融金属合金スラリーをほぼ溶融した非凍結状態に維持する十分な熱エネル
ギーをもたらすことを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４０】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置では、出口に隣接した、出口外側の構成要素からの熱の除去は、出口カ
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バーと吐出装置本体との間の隙間の金属合金スラリーを固化させるに十分であることを特
徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４１】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体、出口カバー、金型組立体、およびこれらの組合せのいずれかに能動的に
連結され、かつ金型が出口カバーから偏位すると出口と出口カバーとの間の相対運動を阻
止するインターロック組立体をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装
置。
【請求項４２】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体に能動的に連結され、かつ使用時には、出口内部に収容された溶融金属合
金スラリーをほぼ溶融状態に保持する吐出装置本体加熱装置をさらに具備することを特徴
とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４３】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、該流動不能位置において、揺変材料が
出口に滞留するあいだ出口に置かれた揺変材料を溶融状態に保持する出口カバー加熱装置
をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４４】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、出口カバーとノズルとの間に画成され
る隙間に置かれた溶融金属合金スラリーを固化状態に冷却する出口カバー冷却装置をさら
に具備することを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４５】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動可能位置で、出口カバーは出口カバーに当接する金型組立体の動きに応じて移動
し、該出口カバーがそのように移動した際には、出口カバーは出口から偏位することを特
徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４６】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　該流動不能位置で、出口カバーは出口カバーから偏位する金型組立体の動きに応じて移
動し、該出口カバーがそのように移動した際には、出口カバーは出口を覆うことを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４７】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは吐出装置本体の外側にあることを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項４８】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは出口に対して滑動可能に移動することを特徴とする金属合金スラリー吐出
装置。
【請求項４９】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは、出口と相互作用する出口カバー表面を呈した締切体を含むことを特徴と
する金属合金スラリー吐出装置。
【請求項５０】
　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　出口カバーは、ホットランナー組立体、ホットランナーマニホルド、ホットランナーゲ
ートインサート、金型組立体、金型ゲートインサートのうちのいずれかであることを特徴
とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項５１】



(8) JP 2008-540128 A5 2009.3.12

　請求項３５に記載の金属合金スラリー吐出装置であって、
　吐出装置本体はその中を貫通する軸線を含み、出口はこの軸線にほぼ平行に整列するこ
とを特徴とする金属合金スラリー吐出装置。
【請求項５２】
　金属合金スラリーホットランナー組立体において、
　ホットランナー通路をその中に画成するホットランナー本体と、
　ホットランナー通路と協働し、かつ出口を画成する吐出装置本体と、
　該出口と協働する出口カバーであって、該出口カバーは該出口と少なくとも一回協働す
る出口カバーとを備え、
　該出口カバーは、流動可能位置と流動不能位置との間を該出口に対して可動であって、
　該流動不能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口の後ろに
保持される金属合金スラリーの流れをせきとめ、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口を覆って、前記覆われた出口から金属
合金スラリーを流す金属合金スラリー吐出装置を具備することを特徴とする金属合金スラ
リーホットランナー組立体。
【請求項５３】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、さらに、
　該出口と協働し、使用において維持される熱エネルギー示差機構と、
　融解された状態で該出口内に配置される金属合金スラリーを維持するような加熱効果と
、
　該出口カバーと該吐出ボディーとの間に形成される隙間内にある金属合金スラリーから
、凍った状態で、熱エネルギを取り除くような冷却効果と、
　該吐出装置本体，該出口カバー，該成形組立体またはそれらの組み合わせのいずれかに
動作可能に結合されるインターロック組立体であって、該インターロック組立体は、該成
形組立体が該出口から偏位した際に該出口と該出口カバーとの間を相対的に移動すること
を禁止するインターロック組立て体と、
　該吐出装置本体と動作可能に結合され吐出体加熱装置であって、使用において維持され
、ほぼ成形状態で該出口内に収容されている成形金属合金スラリーとを備える吐出体加熱
装置とを備えることを特徴とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項５４】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　出口と協働し、
　そして使用時には、出口内部に置かれた金属合金スラリーを溶融状態に保つようにされ
る加熱効果と、出口カバーと凍結状態の吐出装置本体との間に形成された隙間に置かれる
金属合金スラリーから熱エネルギーを除去するようにされる冷却効果とを保持する熱エネ
ルギー示差機構をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリーホットランナー組立
体。
【請求項５５】
　請求項５４に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　該流動不能位置において、該覆われた出口と、該出口カバーと、該覆われた出口から出
て使用を待機する金属合金スラリーと、またはこれらの組あわせのいずれかは、該出口の
後ろかつ該吐出装置本体内において、ほぼ凍らずに成形できる成形金属合金スラリーを維
持する十分な熱エネルギ供給し、
　該流動不能位置において、出口に隣接する出口の外側の構成要素から取りだされた熱は
出口カバーと吐出装置本体との間の隙間内で金属合金スラリーの固化をするに十分であっ
て、
　該流動可能位置において、該出口カバーは該出口カバーと当接するモールド組立体の移
動に応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該出
口から偏位し、
　流動不能位置において、該出口カバーは該モールド組立体が該出口カバーから偏位した
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ことに応答して可動であり、該出口カバーがそのように移動する際には該出口カバーは該
出口を覆うことを特徴とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項５６】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　流動不能位置で、覆われた出口、出口カバー、使用時に待機する溶融金属合金スラリー
、覆われた出口からの排出物、およびこれらの組合せのいずれかは、出口の背後の吐出装
置本体内で溶融金属合金スラリーをほぼ溶融した非凍結状態に維持する十分な熱エネルギ
ーをもたらすことを特徴とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項５７】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　流動不能位置で、出口に隣接した、出口外側の構成要素からの熱の除去は、出口カバー
と吐出装置本体との間の隙間の金属合金スラリーを固化させるに十分であることを特徴と
する金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項５８】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　吐出装置本体、出口カバー、金型組立体、およびこれらの組合せのいずれかに能動的に
連結され、かつ金型が出口カバーから偏位すると出口と出口カバーとの間の相対運動を阻
止するインターロック組立体をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリーホット
ランナー組立体。
【請求項５９】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　吐出装置本体に能動的に連結され、かつ使用時には、出口内部に収容された溶融金属合
金スラリーをほぼ溶融状態に保持する吐出装置本体加熱装置をさらに具備することを特徴
とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項６０】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、該流動不能位置において、揺変材料が
出口に滞留するあいだ出口に置かれた揺変材料を溶融状態に保持する出口カバー加熱装置
をさらに具備することを特徴とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項６１】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　出口カバーと能動的に連結し、かつ使用時には、出口カバーとノズルとの間に画成され
る隙間に置かれた溶融金属合金スラリーを固化状態に冷却する出口カバー冷却装置をさら
に具備することを特徴とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項６２】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　該流動可能位置で、出口カバーは出口カバーに当接する金型組立体の動きに応じて移動
し、該出口カバーがそのように移動した際には、出口カバーは出口から偏位することを特
徴とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項６３】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　該流動不能位置で、出口カバーは出口カバーから偏位する金型組立体の動きに応じて移
動し、該出口カバーがそのように移動した際には、出口カバーは出口を覆うことを特徴と
する金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項６４】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　出口カバーは吐出装置本体の外側にあることを特徴とする金属合金スラリーホットラン
ナー組立体。
【請求項６５】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
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　出口カバーは出口に対して滑動可能に移動することを特徴とする金属合金スラリーホッ
トランナー組立体。
【請求項６６】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　出口カバーは、出口と相互作用する出口カバー表面を呈した締切体を含むことを特徴と
する金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項６７】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　出口カバーは、ホットランナー組立体、ホットランナーマニホルド、ホットランナーゲ
ートインサート、金型組立体、金型ゲートインサートのうちのいずれかであることを特徴
とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
【請求項６８】
　請求項５２に記載の金属合金スラリーホットランナー組立体であって、
　吐出装置本体はその中を貫通する軸線を含み、出口はこの軸線にほぼ平行に整列するこ
とを特徴とする金属合金スラリーホットランナー組立体。
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